
 

 

 

 

 

 

 

 

３月１９日（水）高等部卒業式、２４日（月）小学部・中学部卒業式が行われました。１週間で天気が全く違って

大変戸惑いましたが、高等部の卒業式には雪が積もり、小学部・中学部の卒業式には桜の開花が話題になっていま

す。私にとっては、まさに駆け抜けた３月でしたが、天気に関係なく、卒業生たちはどの学部も立派に、卒業証書を

手に新しいステージに向かって前に進んでいきました。私たち教職員も、後れを取ることなく、４月に向かって準備

していかなければならないと、気合を入れなおしています。 

【緑が丘校舎の畑にも、春が少しずつやってきています。】 

緑が丘校舎の裏側にある保護者駐車場の周りは、色とりどりの

パンジーと菜の花が色付いてきました。雪が降ったりしていた先

週にはあまり気付かなかったのですが、着実に春がやってきてい

ます。春休みは期間としては短いので１年のまとめをして、次の

学年への気持ちの切り替えを行い、整える時間としてください。 

暖かい春がそこまで来ています。春休みに心も身体もリフレッ

シュして４月からの新学部、新学年での学習に備えてほしいと思

います。 

【３月２５日（火）修了式にて】 

修了式では、代表の児童・生徒に通知表の授与を行い、表彰を行います。本校では、美術展でも優秀な成績を残し

ましたが、英語検定やパソコン検定、漢字検定などの資格検定にもよく挑戦しています。学生のうちにチャレンジで

きるものは頑張ってみるというのは、生活の中でのモチベーションにつながります。できるものを探してどんどん挑

戦していけるとよいと思います。 

また、３月で退職となる教職員、他校に異動になる教職員から子供たちへのお別れの言葉と励ましの言葉をいただ

きます。別れは次の出会いにつながりますから、新たな場所での新しい出会いと活躍を祈念しています。 

【始業式４月７日（月）入学式４月８日（火）について】 

始業式は４月７日（月）９時３０分から多目的室にて行います。ここでは４月からの生活面、学習面の心構えを在

校児童・生徒に校長から話を行います。この時に担任発表、新転任教職員紹介を行います。新小１、中１、高１入学

式は、４月８日（火）９時受付開始です。気持ちを切り替えて新しい仲間と令和７年度の「村山 STYLE」を構築してい

くことになります。次年度も村山特別支援学校を盛り上げていただきますようお願いいたします。 

【１年間を終えるにあたって】 

３月１日号の最後に「「自分自身をほめること、他人をほめること。」卒業していく子供たちに贈りたい言葉の一つ

です。と書かせていただきました。『ほめられると、われわれの頭は調子に乗る。つい勢いづいて、思いもかけない

ことが飛び出してくる。…』外山滋比古の「思考の整理学」という本の“ホメテヤラネバ”という章があります。

『ものを考えるのは、いわゆる仕事と違って、なかなか、うまく行かない。仕事なら、どんどん片付いて行くが、考

えごとは、いつまでたってもらちのあかないことがすくなくない。…多少とも根をもったほめことばならば、かなら

ずピグマリオン効果をあげる。まわりにうまくほめてくれる人がいてくれれば、いつもはおずおずと臆病な思考も、

気を許して、頭を出してくれる。雰囲気がバカにならない。いい空気のところでないと、すぐれたアイディアを得る

ことは難しい。』『ほめられると力づけられる。』『ほめるのは最上のあいさつで、それによって、ほめられた人の思考

は活発になる。』まずは頑張った自分をほめてみる。そういう思考で１年を終えられるとよいと思っています。 

村山は素晴らしい学校です。１年間ありがとうございました。 

令和７年 ３月２４日 
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